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会
場
の
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
は
３９
人
が
参
加
、
同

県
外
か
ら
も
参
加
が
あ
っ

た
。早

川
和
仁
育
友
会
長
は

「
３
月
１１
日
の
震
災
で
、
被

災
地
で
の
今
年
の
懇
談
会
が

あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
開
催
で

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
。
被
災
者
支
援
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
持
ち
か
え
り
、

ぜ
ひ
、
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
。
学
生
た
ち
へ
の
支
援

と
ご
父
母
へ
の
情
報
発
信

が
、
育
友
会
の
大
き
な
役
割

と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

日
髙
理
事
長
・
学
長
は
、

東
日
本
大
震
災
で
、
専
修
大

学
と
石
巻
専
修
大
学
の
学

生
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス

が
被
災
し
多
額
の
資
金
が
必

要
と
さ
れ
る
中
、
育
友
会
か

ら
寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
に
対

し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

ま
た
、
専
修
大
学
は
、
戦

前
の
関
東
大
震
災
、
戦
後
の

相
次
ぐ
教
育
制
度
の
転
換
な

ど
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
と
語
り
、
「
い
ま

私
学
は
�
生
き
残
り
�
を
か

け
た
大
学
改

革
の
真
っ
た

だ

中

に

あ

る
。
全
力
を

も
っ
て
乗
り

越
え
た
い
」

と

表

明

し

た
。大

学
側
か

ら
学
業
、
学

生
生
活
、
就

職
活
動
な
ど

に
つ
い
て
の

説

明

が

あ

り
、
特
に
東

日
本
大
震
災

被
災
者
支
援
に
か
か
わ
る
学

費
減
免
特
別
措
置
に
つ
い
て

は
、
ご
父
母
は
強
い
関
心
を

持
た
れ
た
。
大
学
側
と
の
個

人
面
談
、
グ
ル
ー
プ
面
談
も

行
わ
れ
た
。

松
島
町
の
石
田
元
子
さ
ん

（
法
学
部
３
年
次
・
母
）
は

学
費
減
免
特
別
措
置
に
つ
い

て
「
こ
う
い
っ
た
お
話
を
こ

こ
で
初
め
て
お
聞
き
し
、
た

い
へ
ん
心
強
く
思
い
ま
し

た
」
と
笑
顔
を

見
せ
、
久
保
田

支
部
長
は
「
被

災
に
よ
り
切
実

な
思
い
を
し
て

い
る
父
母
が
多
い
な
か
で
、

本
日
の
相
談
会
で
の
先
生
方

の
お
話
を
聞
き
、
意
を
強
く

さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

育
友
会
宮
城
支
部
（
久
保
田
晴
彦
支
部
長
）
の
修
学

支
援
相
談
会
が
１０
月
１６
日
、
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
、
日

髙
義
博
理
事
長
・
学
長
が
出
席
。
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
ご
父
母
を
激
励
し
た
。

寄
稿
「
東
日
本
大
震
災
と
メ
デ
ィ
ア
報
道
」
山
田
健
太
文
学
部
准
教
授
…
…
…
❸

「
自
閉
症
Ｆ
さ
ん
と
の
４０
年
」

乾
吉
佑
・
人
間
科
学
部
教
授
が
学
会
賞
受
賞
で
記
念
講
演
…
…
…
…
❹

「
Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
受
講
の
短
期
留
学
生
が
国
際
交
流
実
践
…
…
…
…
…


石
巻
市
立
女
子
高
と
「
高
大
接
続
研
究
事
業
」
の
協
定
調
印
…


学
生
部
ツ
ア
ー
を
開
催
／
秋
期
父
母
懇
談
会
を
実
施
…
…
…
…


専
大
生
が
活
躍

登
栄
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
・
多
摩
区
民
祭
…
…
…
…


大
学
が
持
つ
研
究
力
・
教

育
力
を
生
か
し
、
地
域
社
会

に
「
知
の
発
信
」
を
す
る
「
社

会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
石

巻
専
修
大
学
と
専
修
大
学
共

催
）
が
１１
月
５
日
、
開
か
れ

た
。本

年
度
は
、
東
日
本
大
震

災
直
後
か
ら
復
興
の
「
拠

点
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
石
巻
専
修
大
学
を

会
場
に
開
催
。

当
日
は
一
般
参
加
者
や
学

生
、
専
修
大
学
北
上
高
校
の

生
徒
ら
２
０
４
人
が
来
場
。

日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
専
修
大

学
文
学
部
の
田
邉
祐
司
教
授

が
「
３
Ｄ
の
英
語
学
習
法
―

音
読
を
中
心
に
」
を
講
演
。

石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
の

高
崎
み
つ
る
教
授
は
「
自
然

界
に
働
く
力
の
利
用
―
可
能

性
を
研
く
」
を
講
演
し
た
。

最
後
に
、
石
巻
専
修
大
学

の
坂
田
隆
学
長
が
あ
い
さ
つ

を
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

東日本大震災により取り壊しとなった生田

キャンパス３号館跡地は開放空間に――（「鳳

祭」でにぎわう生田キャンパス正門付近）

専
修
大
学
北
上
高
校
（
∥
岩
手
県
北
上
市
、

及
川
和
夫
校
長
、
生
徒
７
９
３
人
）
の
創
立
６０

周
年
記
念
式
典
が
１０
月
２８
日
、
同
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
生
徒
や
教
職
員
、
来
賓
ら
約
１
０
０

０
人
が
出
席
し
て
節
目
を
祝
っ
た
。

学
校
法
人
北
上
学
園
の
三
島
英
雄
理
事
長

は
、
同
校
の
前
身
と
な
る
黒
沢
尻
女
子
高
校
が

１
９
５
１
年
に
開
設
さ
れ
て
以
来
の
来
歴
を
振

り
返
り
、
「
今
後
も
心
身
健
康
な
青
少
年
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。及

川
校
長
は
「
本
校
の
発
展
は
、
『
報
恩
奉

仕
』
の
志
を
日
常
の
教
育
活
動
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
は
専
修
大
学
の
日
髙
義
博
理
事

長
・
学
長
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事（
代
読
）、

高
橋
敏
彦
北
上
市
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

生
徒
会
長
の
平
野
圭
祐
さ
ん
（
３
年
）
が
「
歴

史
あ
る
専
大
北
上
高
校
の
生
徒
で
あ
る
と
い
う

自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
同
校
吹
奏
楽
部

が
マ
ー
チ
ン
グ
ド
リ
ル
を
披
露
。
会
場
を
変
え

て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

◀

講
演
す
る
田
邉
文
学
部
教
授

仙
台
で
育
友
会
修
学
支
援
相
談
会

▲ 記念式典であいさつをする及川校長

▲ 「自然界に働く力の利用」につい

て講演する石巻専大の高崎教授

被被災災地地ののごご父父母母をを激激励励

「歴史と志を糧に」１０００人が祝う

復
興
の
拠
点

石
巻
専
修
大
学
で

「
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
く

育
友
会
の
寄
付
に
感
謝

ご
父
母「
心
強
い
学
費
減
免
特
別
措
置
」

文
学
部
・
田
邉
教
授
と
石
巻
専
大
・
高
崎
教
授
講
演

▶

三
島
理
事
長
を
前

に
決
意
表
明
す
る

平
野
さ
ん

▲ あいさつする日髙理事長・学長

▲ 吹奏楽部がマーチングドリル披露

▲ 祝賀会では郷土芸能部

が踊りと民謡を

▲ 真剣な面持ちで説明を聞くご父母ら

日髙理事長・
学 長

鳳
祭
写
真
特
集
は
８
・
９
面

専大北上高校創立６０周年記念式典専大北上高校創立６０周年記念式典
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